
多職種で行う放射線科の検査におけるプレパレーションの導入とその効果 

 

〔目的〕 

 診療放射線技師が医師・看護師と連携し、放射線科の検査（CT・MRI 等）の前にプレパレ

ーションを行い、検査後のアンケート結果からその効果を検証します。 

 

〔調査する内容〕 

診療の臨床情報等を後方視的に収集します。臨床情報（年齢、性別、病名、放射線科検査

履歴、鎮静履歴、検査における体動の有無、モーションアーチファクト(体動等により生じ

る画像の乱れ)の有無）を診療録より収集します。看護師・診療放射線技師に対して行った

アンケート結果を収集します。患者さんの反応や感想は、患者さんとの会話の中から看護師

が記入した内容を調査結果として収集します。収集したデータは、院内で解析を実施し、対

象者個人が特定できない様式で学会発表や学術雑誌などで公表予定です。 

 

〔調査対象〕 

 2024 年 8 月〜2027 年 3 月に長良医療センターにて放射線科の検査前にプレパレーシ

ョンを行った方 

 

〔調査期間〕 

機関長の許可日〜2028年3月まで 

 

〔研究成果の発表〕 

個人を特定できない方法で解析し、学会発表や学術雑誌などで発表を予定しますが、データ

の発表の際には個人が特定されることはありません。 

 

〔研究責任者〕 

国立病院機構長良医療センター 放射線科 岩垣千里 

 

 〔研究への協力をご辞退される場合〕 

本研究の対象になる方又はその代理人の方は、この臨床研究によるカルテ情報の利用を拒

否することができます。不明な点がある場合や研究への不参加をご希望の場合は、下記のお

問い合わせ先にご連絡ください。 

 

〔お問合せ先〕 

国立病院機構長良医療センター 放射線科 岩垣千里 

電話 058−232-7755（代表） 


